
７
月
24
日
、
「
住
み
よ
い
春
日

部
を
つ
く
る
み
ん
な
の
会
」
（
略

称
・
み
ん
な
の
会
）
は
、
10
月
19

日
告
示
、
26
日
投
票
で
お
こ
な
わ

れ
る
春
日
部
市
長
選
挙
に
う
づ
き

武
彦
氏
を
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

住
み
よ
い
春
日
部
を
つ
く
る
み

ん
な
の
会
は
春
日
部
市
内
の
労
働

組
合
や
市
民
運
動
団
体
な
ど
14
団

体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
党

で
は
日
本
共
産
党
が
参
加
し
、
１

９
８
９
年
に
結
成
さ
れ
て
以
来
、

こ
れ
ま
で
の
市
長
選
挙
に
６
回
候

補
者
を
擁
立
し
て
き
ま
し
た
。

う
づ
き
武
彦
氏
は
、
日
本
共
産

党
市
議
会
議
員
を
７
期
27
年
間
務

め
た
試
さ
れ
済
み
の
市
政
を
知
り

尽
く
し
た
政
治
家
で
す
。
ま
た
、

春
日
部
原
水
爆
禁
止
協
議
会
の
役

員
を
長
い
間
担
い
、
平
和
と
核
兵

器
廃
絶
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
市
長
選
挙
に
あ
た
り
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
あ

た
た
か
い
ま
ち
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
５
つ
の
基
本
政
策
を

発
表
し
ま
し
た
。
特
に

●
学
校
給
食
費
の
無
償
化

●
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
水
道
・
下
水
道
料

金
の
引
き
下
げ

●
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
・
「
春

バ
ス
」
の
充
実

を
重
点
公
約
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

大
き
な
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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住
み
よ
い
春
日
部
を
つ
く
る
み
ん
な
の
会

う
づ
き
武
彦
氏
を
擁
立

市長選

5つの基本政策（重点政策）

１．くらし第1のあたたかいまちに

・国保税・介護保険料の引き下げ

・水道・下水道料金引き下げ

・「地産地消」推進、農業後継者育成

２．福祉・医療充実のまちに

・デマンド交通導入、「春バス」充実

・保育所増設、待機児童解消

・77歳に1万円の敬老祝い金贈呈

３．教育文化スポーツの豊かなまちに

・学校給食費の無償化

・庄和地域の学校給食も自校調理に

・温水市民プールの設置

４．災害に強く自然と環境にやさしいまちに

・道路・側溝・街路灯など生活環境整備

・公園・緑地・緑道の整備

５．憲法をくらしに生かすまちに

・市民サービス向上、正規職員の増員

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
に

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

あ
た
た
か
い
市
政
実
現
へ

ス
タ
ー
ト
集
会

・
９
月
14
日
（
土
）
14
時
～

・
市
民
文
化
会
館
中
会
議
室
１



７
月
24
日
（
木
）
春
日
部
社

会
保
障
を
よ
く
す
る
会
は
、
埼

玉
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
と

共
に
、
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
25
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
広
報
課
の
進
行
で
、
国
民

健
康
保
険
、
収
納
管
理
、
介
護

保
険
、
高
齢
者
支
援
、
障
が
い

者
支
援
、
保
育
、
こ
ど
も
育
成
、

学
校
給
食
、
生
活
支
援
の
課
長

等
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
の
社
会
保
障
推
進
協
議
会

を
代
表
し
、
医
療
生
協
の
伊
藤

氏
か
ら
「
県
内
63
自
治
体
を
キ
ャ

ラ
バ
ン
と
し
て
回
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
自
治
体
と
の

や
り
取
り
を
通
し
て
、
社
会
保

障
が
よ
り
よ
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

以
下
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
切

実
な
声
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
国
保
税
の
徴
収
〉

第
３
期
方
針
は
、
所
得
３
０
０

万
円
の
家
族
が
年
間
10
万
円
を

超
え
る
値
上
げ
で
す
。

徴
収
に
お
い
て
、
売
り
掛
け

金
ま
で
差
し
押
さ
え
す
る
こ
と

な
く
最
低
生
活
費
を
保
障
し
て

く
だ
さ
い
。

〈災
害
時
医
療
的
ケ
ア
児
の
対
応
を
〉

災
害
時
、
医
療
的
ケ
ア
児
は
電

気
が
な
い
と
生
命
維
持
が
困
難

で
す
。
迅
速
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
聞
こ
え
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
啓

発
を
〉

高
齢
者
が
自
分
の
聞
こ
え
方
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
に
、
「
聞

こ
え
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
取

り
組
み
、
補
聴
器
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
を
〉

免
許
返
納
後
の
移
動
に
多
く
の

高
齢
者
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。
ド
ア
ｔ
ｏ
ド
ア
の
移
動
手

段
と
し
て
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
つ
な
ぎ
資
金
は
、
市
の
責
任
で
〉

生
活
保
護
申
請
時
の
つ
な
ぎ
資

金
２
万
円
の
貸
し
付
け
が
５
千

円
ず
つ
支
給
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
源
不
足
が
理
由
の
よ
う
で
す

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
任
せ
に

せ
ず
、
市
の
責
任
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

８/3(日)わかば診療所（内科系） 小渕1593 ℡753-3530 久野医院（小児科系）六軒町204

℡737-1234 みやざわ耳鼻咽喉科（外科系）中央1-52-8 ℡745-8733

8/ 10(日)かすかべ生協診療所（内科系）谷原2-4-12℡752-6143 グレース家庭医療クリニッ

ク（小児科系）大衾610-10 ℡718-0107 分娩館医院（外科系）備後西5-4-28 ℡739-3883

市
民
の
く
ら
し
、
命
を
守
る
の
は
市
の
仕
事
で
す

①
県
が
決
め
た
「
第
３
期
国
保
運
営
方
針
」
の
見
直
し
を

②
国
保
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
の
免
除
，
ま
た
は
多
子
世
帯
へ
の
減
免
を

③
訪
問
介
護
利
用
料
の
負
担
軽
減
の
継
続
を

④
高
齢
者
が
耳
の
聞
こ
え
に
関
心
を
も
て
る
よ
う
に
、
「
聞
こ
え
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
等
を
活
用
し
、
啓
発
活
動
を

⑤
免
許
返
納
者
等
を
含
め
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
を

⑥
災
害
時
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
電
源
確
保
な
ど
迅
速
な
対
応
を

⑦
小
中
学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
給
食
費
を
無
償
に

⑧
学
童
保
育
支
援
員
を
確
保
し
、
処
遇
の
改
善
を

⑨
生
活
保
護
の
つ
な
ぎ
資
金
は
、
市
の
責
任
で
一
括
で
貸
し
出
し
を

主
な
要
望
項
目

生
活
保
護
申
請
時
の
「
つ
な

ぎ
資
金
」は
、
市
の
責
任
で

～
２
０
２
５
年

自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
施
～

切実な願いを訴える参加者


